
 

 

 

 

 

株式会社柳田産業様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定されました！ 

～「とうほうＳＤＧｓサポートサービス」による「ＳＤＧｓ宣言書」策定支援～ 

 

東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、お客さまのＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な

開発目標）に関する取組みを支援するため、「とうほうＳＤＧｓサポートサービス（以下、本サービス

とします）」をご提供しております。 

この度、本サービスの利用を通じ、株式会社柳田産業様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定されましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

本サービスは、対話を通してお客さまのＳＤＧｓへの取組状況の確認と、経営課題の見える化を行う

ことで、お客さまの課題解決に向けた具体的な取組みをサポートしております。 

また、診断結果に基づく「ＳＤＧｓ宣言書」の作成により、お客さまの特色ある取組みを発信すると

ともに、社会全体でのＳＤＧｓの機運も高めております。 

当行では、引続きお客さまのニーズに応じたサービスを提供し、お客さまの成長・発展、持続可能な

地域社会の実現に貢献してまいります。 

記 

 

発行企業 株式会社柳田産業 

代 表 者 代表取締役 柳田 栄喜 

所 在 地 福島県郡山市逢瀬町河内字町東１８８ 

事業内容 産業廃棄物処理業 

企業概要 

●「廃棄物処理を通じて、快適な環境と自然と

の共生」を目指し、日々事業活動に取組んで

おります。 

●2022 年からは、「RPF 燃料」の製造を開始い

たしました。石炭の代替として CO2 削減に寄

与しております。 

●今後も地球環境への貢献、そして福島県の 

 企業として一日も早い復興に全力で取組 

 んでまいります。 

 

 

 

２０２３年９月１３日 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して 

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 

宣言書を手にする柳田社長 



カテゴリ テーマ 具体的な取組み ＳＤＧｓゴール

人権・労働 ワークライフバランス

働き方の見直しを行い、長時間労働の具体的削減に向け

て取組みます。

・就業規則等に年次休暇の取得や長時間労働の抑制に関する方針・

ルール付けがされています。

廃棄物の削減

自社の事業活動や事業所から排出される廃棄物の種類と

量を記録しています。

・電子マニュフェストで廃棄物を管理しています。

・エコアクション２１に対応しています。

・RPF燃料の製造事業そのものが廃棄物削減に貢献しています。

脱炭素・省エネ

自社の事業活動や事業所のエネルギー使用量を把握・記

録しています。

・電気量、燃料使用量を記録しています。

・車両更新時は低燃費車両やハイブリット車に入替しています。

・エコアクション２１に対応している。

・環境配慮への取組が評価される「優良産廃処理業者認定制度」にお

いて、「優良認定」取得しています。

製品・サービス
環境配慮設計

社会課題の解決

自社として製造/企画および販売している製品やサービ

スについて環境や社会課題の解決に貢献しています。

・温室効果ガスの排出削減、廃プラスチックの削減、回収リサイクル

など地域から排出される資源を活用してＲＰＦ燃料を製造し地元企業

に還元しています。

社会貢献

地域貢献

地域経済の活性化

地域づくり

自社の事業活動において地域の人材、企業、地場産品を積極的

に活用し周辺防災、減災に取組　地域の一員として関わってい

ます。

・従業員の地元採用率100％。

・工場見学や体験学習の受入れ

・学童クラブやこども食堂への寄付。

・地元主催のイベント等への積極的な参加。

・地域の清掃活動を実施。

・地域のパトロールへの参加、防犯活動への参加。

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた取組みを以下の通り宣言します。

ＳＤＧｓ宣言書
2023年9月1日

株式会社 柳田産業

環境

ＳＤＧｓとは
「持続可能な開発目標（ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）」
の略称です。２０１５年９月、国連の「持続可能な開発のための２０３０
アジェンダ」で設定された、２０３０年を期限とする１７のゴール（目標）と
１６９のターゲットのことです。２０３０年までに、あらゆる貧困に終止符を
打ち、不平等を是正し、気候変動に対処するなど「誰一人置き去りに
しない」ための取組みを掲げています。


